
  

 
 
 

 
 
 
 

 
 

内容：パソコンに関する疑

問にお答えします。 

日時：第３金曜日 

１０時００分～１２時００分 

※受付は毎回１０時００分～ 

１０時３０分まで 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１６８ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 14,040 世帯数 6,882  

令和５年 2 月 1 日現在 

３月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 
 
内容：基本操作、ワード基礎編、

エクセル基礎編 
日時：第１・２・４・５金曜日 
   １０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月１日（水）～ 

３月２４日（金）まで 
開講式：４月７日（金） 

 

 
 
内容：ワード応用編 

エクセル応用編 
日時：毎週火曜日  

１０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月１日（水）～ 

３月２４日(金)まで 
開講式：４月４日（火） 

  

 

  

 

 
大歳地域交流センター 

公式Ｔwitter アカウント 
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一緒に活動しましょう！  

大歳食生活改善推進員 青木 
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【大歳地区   ３月の行事 の予定】 

 
 

 

２日(木) 燃やせないごみの日 

５日(日) 大歳小学校体育館清掃（8：00～） 

８日(水） 母推さんの子育て応援講座（10：00～11：00） 

1０日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

1２日(日) センター定期利用団体清掃と会議（8：３0～） 

1３日(月) 金属・小型家電製品の日 

1５日(水) びん・缶の日 

 

1７日（金） 大歳小学校卒業式 

パソコン相談(受付 10:00～10:30) 

１８日（土） みんなのひろば（13:30～15:00） 

２２日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

2４日(金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

３０日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

 

 

☏

 

≪実施日≫令和５年３月２０日（月）（予備日：３月２２日（水）） 
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大歳のエトセトラ １１１  

椹野川の沖積地に出来た地域と矢原堰  

～富田原・今井上・今井下地区～ 

昨年 12 月に、富田原・今井上・今井下地区の史跡看板を、今井上の集会所の隣の駐車場に設置しました。大歳史談

会（会長・武波義明）は、この間、大歳まちづくり協議会（スポーツ・文化部会）の下で、大歳を６地域（三作・和田・

朝田・馬庭・河内地区、高井・勝井・坂東地区、岩富・黒川市地区、下湯田・下矢原・西矢原地区、矢原地区）に分け、

それぞれに史跡看板を作ってきましたが、今回の史跡看板で 6 個目になります。この地域は、仁保から出る仁保川、小

鯖、大内から出る問田川、宮野を本源とする椹野川（天の川）、さらに上宇野令の錦
き ん

鶏
け い

の瀧付近に源を発する一の坂川

が、姫山の北ふもとで出会いする椹野川の沖積地にできてきたことが特徴の 1 つです。 

平川地域について書かれた「増補 平川文化散歩」（石川卓美著）の中に、「椹野川の堤防がまだ固定されていない

昔は、川筋も一定せずに豪雨のたびにあちこちに流れ、久しく盲流状態が続いたに違いない。氾濫によって平場地帯の

生活が不安だとすると、山の手方面の扇状地形の台地が耕作にも適し、安定した生活舞台であったはずである。原始古

代人はこの方面に安住の地を求めて開拓し、吉田遺跡をはじめ、古代遺跡や遺物発見地は山の手方面に集中しているこ

とがこれを立証する。」また、「姫山のふもとの平地に平井村があるが、椹野川の氾濫で開発がおくれたものか、村名

の初見は室町時代の応永 32（1425）年の寺大恩寺の洪
こ う

鐘
しょう

の銘文に出るのが初見である。」とあります。  

明治はじめまで対岸の平井村に属していた富田原や今井上、今井下辺りに村落ができるのは、椹野川の水をせき止め

て、椹野川の水を農地への水路の整備が必要でした。それは、矢原堰 （註１）とそこから農地に水を供給する用水路を作

ることでした。矢原堰を作り、その維持と、農業用の水路が広がっていくなかで、水路はこの地域だけでなく、矢原地

域のほぼ全域（朝田神社近くまで）と湯田・吉敷地区の一部まで広がっています。  

矢原堰の歴史の中で、近代に入り、矢原堰の維持・管理、改良に尽力された方がいます。それは富田原の杉山誉
よ

重
じゅう

で

す。当時は「杭打ち方式」といわれ、毎年春先から堰の修理（杭の打ち込みや板はり等）や、水量を調整する作業が発

生し、ひとたび大雨が降ると杭まで流されるという状況でした。彼は、 30 代で矢原堰の井手総代になり、40 余年にわ

たり矢原堰の保守・管理、改良に尽力し、昭和 10 年代に、念願のコンクリート堰 (（註２）を完成させた人です。（註１）

平井地域に用水を供給するのは高井堰。  

（註２）このコンクリート堰は昭和 47 年に水害で損壊したため、現在の可動式矢原堰に変わっています。参考「続 山

口県地名考 高橋文雄」によると、「イマイとは『新しくできた集落』のことで・・・イマイという呼び方は（開発が

早かった）中部地方から近畿地方に多く、西日本に散在している。・・・県下のイマイには「新しい用水路」をいうの

もあるらしい。」また、「新南陽市の富田はトンダというが、これは「和名抄（平安時代中期に作られた辞書）に止無

田（トムタ）とあるものがトンダになったものである。トムタ・トンダとは「湿地・泥地」をいうドダ・ドタに佳字（良

い意味の言葉から創作された地名）を当てたものではないか。」とある。（文責：大歳史談会 白上茂樹）  

                      
 

矢原堰（椹野川の平井地区から） 椹野川の沖積地付近の略図 

   中央高校

椹野川

  北 一の坂川 （天の川）高井堰 仁保川

 

井手ヶ原

河川公園 問田川

  姫山

椹野川   平井

 

矢原堰
 富田原

  豊年橋

 今井上

 今井下


